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（
候
補
者
放
送
）

第
十
三
条

放
送
事
業
者
が
、
公
選
に
よ
る
公
職
の
候
補
者
の
政
見
放
送
そ
の
他
選
挙
運
動
に
関
す
る
放
送
を
し
た

場
合
に
お
い
て
、
そ
の
選
挙
に
お
け
る
他
の
候
補
者
の
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
料
金
を
徴
収
す
る
と
し
な
い
と

に
か
か
わ
ら
ず
、
同
等
の
条
件
で
放
送
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
内
外
放
送
の
放
送
番
組
の
編
集
）

第
十
四
条

放
送
事
業
者
は
、
内
外
放
送
の
放
送
番
組
の
編
集
に
当
た
つ
て
は
、
国
際
親
善
及
び
外
国
と
の
交
流
が

損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
当
該
内
外
放
送
の
放
送
対
象
地
域
（
第
九
十
一
条
第
二
項
第
二
号
の
放
送
対

象
地
域
を
い
う
。）又
は
業
務
区
域
（
第
百
二
十
六
条
第
二
項
第
四
号
又
は
第
百
三
十
三
条
第
一
項
第
四
号
の
業
務

区
域
を
い
う
。）で
あ
る
外
国
の
地
域
の
自
然
的
経
済
的
社
会
的
文
化
的
諸
事
情
を
で
き
る
限
り
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
四
条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
三
条
の
五
中
「
前
二
条
」
を
「
前
三
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
三
条
の
四
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
五
項
第
二
号
中
「
第
四
条
第
一
項
」
を
「
第
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、

同
条
第
七
項
を
削
り
、
同
条
を
第
六
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
放
送
番
組
審
議
機
関
）」を
付
し
、
同

条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
七
条

放
送
事
業
者
の
審
議
機
関
は
、
委
員
七
人
（
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
に
よ
る
基
幹
放
送
を
行
う
放
送
事
業
者

以
外
の
放
送
事
業
者
の
審
議
機
関
に
あ
つ
て
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
七
人
未
満
の
員
数
）
以
上
を
も
つ
て
組
織

す
る
。

２

放
送
事
業
者
の
審
議
機
関
の
委
員
は
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、当
該
放
送
事
業
者
が
委
嘱
す
る
。

３

二
以
上
の
放
送
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
を
も
満
た
す
場
合
に
は
、
共
同
し
て
審
議
機
関
を
置

く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
審
議
機
関
の
委
員
の
委
嘱
は
、
こ
れ
ら
の
放

送
事
業
者
が
共
同
し
て
行
う
。

一

当
該
放
送
事
業
者
の
う
ち
に
第
百
六
十
三
条
に
規
定
す
る
子
会
社
地
上
基
幹
放
送
事
業
者
が
な
い
こ
と
。

二

当
該
放
送
事
業
者
の
う
ち
に
基
幹
放
送
事
業
者
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
い
ず
れ
の
基
幹
放
送
事
業
者
に
つ

い
て
も
当
該
基
幹
放
送
事
業
者
以
外
の
す
べ
て
の
放
送
事
業
者
と
の
間
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ

か
を
満
た
す
放
送
区
域
（
電
波
法
第
十
四
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
基
幹
放
送
の
業
務
に
用
い
ら
れ
る

基
幹
放
送
局
の
免
許
状
に
記
載
さ
れ
た
放
送
区
域
を
い
う
。以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
業
務
区
域（
第

百
二
十
六
条
第
二
項
第
四
号
の
業
務
区
域
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
重
複
が
あ
る
こ
と
。

イ

放
送
区
域
又
は
業
務
区
域
が
重
複
す
る
区
域
の
面
積
が
当
該
い
ず
れ
か
の
放
送
事
業
者
の
放
送
区
域
又
は

業
務
区
域
の
面
積
の
三
分
の
二
以
上
に
当
た
る
こ
と
。

ロ

放
送
区
域
又
は
業
務
区
域
が
重
複
す
る
部
分
の
放
送
区
域
の
区
域
内
の
人
口
が
当
該
い
ず
れ
か
の
放
送
事

業
者
の
放
送
区
域
又
は
業
務
区
域
内
の
全
人
口
の
三
分
の
二
以
上
に
当
た
る
こ
と
。

三

当
該
放
送
事
業
者
の
う
ち
に
二
以
上
の
一
般
放
送
事
業
者
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
一
般
放
送
事
業
者

の
う
ち
の
い
ず
れ
の
二
の
一
般
放
送
事
業
者
の
間
に
お
い
て
も
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
関
係

が
あ
る
こ
と
。

イ

業
務
区
域
が
重
複
し
、
か
つ
、
業
務
区
域
が
重
複
す
る
区
域
の
面
積
が
当
該
い
ず
れ
か
の
一
般
放
送
事
業

者
の
業
務
区
域
の
面
積
の
三
分
の
二
以
上
に
当
た
る
こ
と
。

ロ

業
務
区
域
が
重
複
し
、
か
つ
、
業
務
区
域
が
重
複
す
る
区
域
内
の
人
口
が
当
該
い
ず
れ
か
の
一
般
放
送
事

業
者
の
業
務
区
域
内
の
全
人
口
の
三
分
の
二
以
上
に
当
た
る
こ
と
。

ハ

当
該
二
の
一
般
放
送
事
業
者
の
業
務
区
域
の
属
す
る
都
道
府
県
が
同
一
で
あ
る
こ
と
。

第
三
条
の
三
第
一
項
中
「
種
別
」
の
下
に「（
教
養
番
組
、
教
育
番
組
、
報
道
番
組
、娯
楽
番
組
等
の
区
分
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
国
内
放
送
」
を
「
国
内
放
送
等
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
三
条
の
二
の
見
出
し
を「（
国
内
放
送
等
の
放
送
番
組
の
編
集
等
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
国
内
放
送
」
の

下
に
「
及
び
内
外
放
送
（
以
下
「
国
内
放
送
等
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
り
、
同
条

第
四
項
中
「
国
内
放
送
」
を
「
国
内
放
送
等
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
一
章
の
二
を
第
二
章
と
す
る
。

（
電
波
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
三
十
八
条
）」を
「
第
三
十
八
条
の
二
）」に
、「
第
三
十
八
条
の
二
」
を
「
第
三
十
八
条
の
二
の
二
」
に

改
め
る
。

第
四
条
第
三
号
中
「
〇
・
〇
一
ワ
ッ
ト
」
を
「
一
ワ
ッ
ト
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
二
項
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

特
定
の
固
定
地
点
間
の
無
線
通
信
を
行
う
無
線
局
（
実
験
等
無
線
局
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局
、
大
使
館
、
公

使
館
又
は
領
事
館
の
公
用
に
供
す
る
も
の
及
び
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
を
除
く
。）

第
五
条
第
三
項
第
二
号
中
「
第
七
十
六
条
第
三
項
」
を
「
第
七
十
六
条
第
四
項
」
に
、「
第
四
項
」
を
「
第
五
項
」

に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
七
十
六
条
第
五
項
」
を
「
第
七
十
六
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
第
七
号
中
「
第
二
十
七
条
の
十
三
第
二
項
第
七
号
」
の
下
に
「
、
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
、
第

七
十
一
条
の
五
」
を
加
え
る
。

第
二
十
七
条
の
二
中
「
通
信
の
相
手
方
で
あ
る
無
線
局
か
ら
の
電
波
を
受
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
自
動
的
に
選
択
さ

れ
る
周
波
数
の
電
波
の
み
を
発
射
す
る
無
線
局
の
う
ち
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

掲
げ
る
無
線
局
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

移
動
す
る
無
線
局
で
あ
つ
て
、
通
信
の
相
手
方
で
あ
る
無
線
局
か
ら
の
電
波
を
受
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
自
動

的
に
選
択
さ
れ
る
周
波
数
の
電
波
の
み
を
発
射
す
る
も
の
の
う
ち
、
総
務
省
令
で
定
め
る
無
線
局

二

電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
陸
上
に
開
設
す
る
移
動
し
な
い
無
線
局
で
あ
つ
て
、
移
動
す
る

無
線
局
を
通
信
の
相
手
方
と
す
る
も
の
の
う
ち
、
無
線
設
備
の
設
置
場
所
、
空
中
線
電
力
等
を
勘
案
し
て
総
務

省
令
で
定
め
る
無
線
局

第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
中
「
事
項
」
の
下
に「（
特
定
無
線
局
（
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
無
線
局
に
係
る
も
の
に

限
る
。）を
包
括
し
て
対
象
と
す
る
免
許
の
申
請
に
あ
つ
て
は
、次
に
掲
げ
る
事
項（
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。）

及
び
無
線
設
備
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
区
域
）」を
加
え
る
。

第
二
十
七
条
の
五
第
一
項
中
「
事
項
」
の
下
に「（
特
定
無
線
局
（
第
二
十
七
条
の
二
第
二
号
に
掲
げ
る
無
線
局
に

係
る
も
の
に
限
る
。）を
包
括
し
て
対
象
と
す
る
免
許
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を

除
く
。）及
び
無
線
設
備
の
設
置
場
所
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
区
域
）」を
加
え
る
。

第
二
十
七
条
の
六
の
見
出
し
を「（
特
定
無
線
局
の
運
用
の
開
始
等
）」に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
包
括
免
許
人
」

を
「
特
定
無
線
局
（
第
二
十
七
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
無
線
局
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
包
括
免
許
人（
以
下「
第

一
号
包
括
免
許
人
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

特
定
無
線
局
（
第
二
十
七
条
の
二
第
二
号
に
掲
げ
る
無
線
局
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
包
括
免
許
人（
以
下「
第

二
号
包
括
免
許
人
」
と
い
う
。）は
、
当
該
包
括
免
許
に
係
る
特
定
無
線
局
を
開
設
し
た
と
き
（
再
免
許
を
受
け
て

当
該
特
定
無
線
局
を
引
き
続
き
開
設
す
る
と
き
を
除
く
。）は
、
当
該
特
定
無
線
局
ご
と
に
、
十
五
日
以
内
で
総
務

省
令
で
定
め
る
期
間
内
に
、
当
該
特
定
無
線
局
に
係
る
運
用
開
始
の
期
日
及
び
無
線
設
備
の
設
置
場
所
そ
の
他
の

総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
総
務
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
事
項
を
変
更
し
た
と
き
又
は

当
該
特
定
無
線
局
を
廃
止
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

第
二
十
七
条
の
七
中
「
包
括
免
許
人
」
を
「
第
一
号
包
括
免
許
人
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
九
中
「
又
は
指
定
無
線
局
数
」
を
「
、
指
定
無
線
局
数
又
は
無
線
設
備
の
設
置
場
所
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
区
域
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
十
第
一
項
中
「
包
括
免
許
人
」
を
「
第
一
号
包
括
免
許
人
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
二
十
七
及
び
第
二
十
七
条
の
二
十
八
中
「
第
七
十
六
条
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
」
を
「
第
七
十

六
条
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
第
二
号
中
「
包
括
免
許
」
を
「
特
定
無
線
局
（
第
二
十
七
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
無

線
局
に
係
る
も
の
に
限
る
。）」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
八
条
の
二
の
二
と
す
る
。

第
三
章
中
第
三
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
無
線
設
備
の
技
術
基
準
の
策
定
等
の
申
出
）

第
三
十
八
条
の
二

利
害
関
係
人
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で

又
は
前
条
の
規
定
に
よ
り
総
務
省
令
で
定
め
る
べ
き
無
線
設
備
の
技
術
基
準
に
つ
い
て
、
原
案
を
示
し
て
、
こ
れ

を
策
定
し
、
又
は
変
更
す
べ
き
こ
と
を
総
務
大
臣
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。
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